
 

  

〇令和 6年度夏祭り〇 〇令和 6年度クリスマス会〇 

今年度の夏祭りは流しそうめんを行いました。 

皆さま楽しそうに参加してくださってよかった

です♪ 

 

 

 

 

今年度のクリスマス会は参加した皆さまと一緒に

ケーキの飾りつけをしました！ 

皆さま協力しながら飾りつけを考えてくださいま

した！ 

 

 

 

 

宮城野区障害者自立支援協議会の取組み 

テーマ別会議 

 

 

 

 障害児・その家族への支援の

質の向上を目的に事業所同士で

それぞれの事業所紹介をしなが

ら日頃の困り事、今後取り組み

たいことを語り合いました。 

参加者の皆さまからは「複数

の事業所を利用する子どもが多

いため、つながりをもって対応

の仕方を共有したい」「お互いの

事業所を見学し合って勉強した

い」など意見をいただきまし

た。事業所間で横のつながりが

薄く抱え込みやすい環境であ

り、今回の会議を通して共通す

る悩みや課題を抱えている事が

明らかになりました。 

 

 
 

 65 歳を迎え制度が変わって

も生活が変わらずに送れるよう

に障害分野と高齢分野の支援者

で事例を交えながら情報交換を

行いました。 

 参加者の皆さまからは「連携

にはお互いの制度を理解してい

く事が大切だと感じた」などの

声をいただきました。制度の違

いにより利用できるサービスの

量・種類などが変わってしまう

事があるため、これまで通りの

生活を送れるようにお互いの制

度を理解し合いながら協力して

調整等していく必要がありま

す。 

 

 

 

 罪を犯してしまった障害者が

地域に戻る際にはこれまでの支

援機関とのつながりが途絶えて

しまう事があります。地域での生

活を再スタートするためにチー

ムでの支援が必要となるため司

法と福祉の支援者とでそれぞれ

の制度を学び合いました。 

“触法”と聞くと躊躇してしまう

地域支援者は少なくありません。

司法と福祉が連携して支援をし

ている事例紹介を行い、触法障害

者に対する捉え方における視点

が広がる機会となりました。地域

での受け皿を広げられるよう、今

後も理解促進が重要になります。 

放課後等デイサービス支援者 

同士で語り合おう 

障害者が「65歳」で 

困らないために… 

令和 6 年第 1 回実務者ネットワーク会議全体会で挙がった意見を元に３テーマを設定しました。 

それぞれ現状について深め、必要なネットワークなどを検討していきます。 

第２回 
実務者ネットワーク会議全体会 

 第 2 回目では、各テーマ別会議についての活動報告を行い、参加者の皆さまと「どのように自立支援協議会に

関わっていきたいか わたしの思うこと」をテーマにグループワークを行いました。 

 参加者の皆さまからは「自立協が学びの場・情報交換の場となっている」「所属を越えたネットワークづくり

の場となっている」との感想をいただきました。また、テーマ別会議の報告から「自分たちの活動分野ではない

が会議に参加してみたい」などの声も挙がりました。 

 今後も支援機関同士のネットワークづくりを継続し、地域で暮らす障害のある方を支える体制を幅広く対応で

きるように構築していきます。 

 

触法障害者の地域移行を考える 

～司法と福祉の制度を学ぶ～ 
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汚れが付いているのではないかと不安になる、何度も確認してしまう等の症状を持つ強迫症（Obsessive Compulsive 

Disorder：強迫症）という病気があります。このような悩みを抱えた当事者の方やご家族がご自分の気持ちをお話しす

る場が OCD の会です。診断がついていなくても、そういった悩みをお持ちであればご参加いただけます。 

自分だけではないとホッとできることや、他の方の体験を聞いてご自身の参考にしていただけるような場を提供していま

す。 

 

OCD の会は現在東京や京都、熊本など全国各地で開催されています。東北地方には今まで OCD の会はありません

でしたが、令和元年に初めてミーティングを行い現在に至ります。 

 

日時：月 1 回程度（オンライン・対面を隔月で開催） 

場所：対面の場合、仙台市内の公共施設等 

対象：OCD の本人と家族 ※関係者の方はご相談下さい 

費用：300~500 円程度 

ご自身の悩んでいることや困っていることをお話しいただくミーティングをメインにしています。自分だけではないとホッ

とできることや、他の方の体験を聞いてご自身の参考にしていただけるような場を提供しています。 

東北OCDの会とは 

活動の経過 

活動内容 

お問い合せ 
 

はじめまして。東北 OCD の会を運営している大木と申します。

OCD の会は熊本から始まり、現在は全国各地で開催されて

います。強迫症というと病気の悪い部分ばかり見てしまいがち

ですが、真面目さや、優しさが病気の裏側に隠れている病気

でもあります。どうぞお気軽にご参加ください。 

メッセージ 

http://clearinghousekilala.biz/

